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check 取組みの効果

児童生徒個人や学年、学校ごとの学習状況を把握し、指
導改善・授業改善の資料として活用が図られるとともに、検
査結果に応じたフォローにより、基礎学力の底上げが図られ
ました。

子供の学力低下が気になりますので、学力向上に役立
ててください。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

新生児等の保護者184名に、子育て支援ファイルを配
布することにより、関係機関同士の連携が図られました。

特別な支援を必要とする子どもたちの未来のために、よろ
しくお願いいたします。コロナウイルスに負けないで下さ
い！

voice 寄附者の声

児童生徒一人ひとり、学年、学校、地域として、基礎的・基本
的な学習内容の定着状況を適切に把握するため、市内全校に
おいて、標準学力テストを実施し基礎学力の定着状況を合理
性と客観性を持って分析しました。

寄附金活用金額

1,926 千円

総事業費

1,926 千円

実施期間：令和2年12月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

障がいのある子どもの学習をサポートするための備品を整備した
ほか、保護者と関係者で情報を共有しながら乳幼児期から成
人まで一貫した支援を実現するため、子育て支援ファイル「りんく
す・ねむろ」の配布を行ないました。

寄附金活用金額

40,866 千円

総事業費

40,967 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、適切な指
導及び必要な支援を行なうことにより、生活や学習上の
困難の改善・克服が図られました。

将来の根室のため、子ども達をしっかり育てて下さい。
私は幼児教育に携わっています。子ども達の個性を育み
等しく教育が受けられるようおねがいします。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

令和2年度は、年間延べ416日の外国語授業に参加し、
「聞くこと」「話すこと」を中心とした外国語活動を行なうことに
より、児童生徒のコミュニケーション意欲や学習意欲の向上
が図られました。

根室にリピートさせていただきました！
地域活性化、国際教育など、子供の学習環境構築にお
役立てください

voice 寄附者の声

特別な支援を必要とする児童生徒に対し必要な支援や介助を
行う特別支援教育支援員及び介助員の設置し、支援体制の
整備を行いました。

寄附金活用金額

4,187 千円

総事業費

4,198 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

教員を英語面でサポートするとともに、ネイティブスピーカーにより、
外国語の音声や表現などに慣れ親しませること及び国際感覚の
醸成等を目的として、市内小中学校に外国語指導助手3名を
派遣し、外国語活動を実施しました。

寄附金活用金額

9,127 千円

総事業費

9,145 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

ふるさと給食を通じて、児童生徒の地場産物への理解や関
心を深めるとともに、バランスのとれた栄養豊かなおいしい給
食の提供により、食に関する指導の充実が図られました。

日本の食を大切に丁寧に守ってくれる子供たちが、元気
に成長していける暮らしを応援したいです。食育を通して
地元を愛する子供たちに育ってほしいです。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

新たに教室を開設することにより、普通学級において、何ら
かの支援を受けながら通常の授業を受けている児童生徒の
受入や、自校通級による特別支援教育の充実が図られま
した。

日本の未来を担う子供たちの教育支援を希望します。誰
も取り残される子供がでないよう、支援をお願いします。

voice 寄附者の声

地産地消及び学校における食育を推進することを目的として、
地場産物を積極的に活用した「ふるさと給食の日」を、年3回
（7月・9月・2月）市内全小中学校で実施しました。併せて、
使用された魚介類など、地元食材の紹介し、地場の魅力を知
る機会を提供しました。

寄附金活用金額

6,732 千円

総事業費

6,732 千円

実施期間：令和2年7月、9月、令和3年2月 所管部署：教育委員会

市内において、特別支援学級や通級指導教室で支援を受ける
子どもや、普通学級に在籍し、何らかの支援が必要な児童生
徒が増加傾向にある状況から、花咲小学校、成央小学校の２
校に加え、新たに北斗小学校に通級指導教室を開設するため
の整備工事や、必要な教材の整備を実施しました。

寄附金活用金額

2,921 千円

総事業費

2,921 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

市街地中学校の円滑な統合や小中一貫教育等の推進及
び、いじめや重大な生徒案件等の対応、また、教員研修等
を通じた授業力向上や学校経営指導等の支援を通し、教
育環境の更なる充実や活性化が図られました。

平等な教育機会実現のため、特にいじめなどのによる不
登校の未成年を支援する事業・NPO等への活用を期待
します。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

教職員の負担を軽減し、学校の指導力向上を図るととも
に、教員体制の充実により、児童生徒一人ひとりに対し、
よりきめ細やかな指導が可能となった。

根室市の未来が明るいものとなりますよう願っております。
特に、義務教育以降の子どもたちが、よりよい教育を受け
られるように寄付金を使っていただけたら幸いです。

voice 寄附者の声

学校統合や、小中一貫教育の推進及びコミュニティスクール導
入の着実な推進、また、教員の指導力向上や増加する生徒指
導案件等、山積する学校教育に関する専門事項に対応するた
め、教育委員会に、専門的な知見を有した、学校教育指導室
長及び学校教育指導主幹を配置しています。

寄附金活用金額

18,346 千円

総事業費

18,346 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

市内7小中学校に学力向上等補助教員4名を配置し、チーム
ティーチング、少人数指導、習熟度別学習、放課後及び長期
休業中の補習指導のほか各種補助業務を担うことにより、学力
向上に向けた積極的な取組を行なうとともに、家庭での学習習
慣の確立をサポートする体制整備を図りました。

寄附金活用金額

14,640 千円

総事業費

14,678 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

令和２年度の調査で「ICT機器を利用した授業を週１
回以上実施した学校」は、91.1％で、昨年度と比べ、
35.4％上昇し、児童の情報教育が充実された。

ネットワーク教育設備であるPC等をこども教育に活かして
頂きたい。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

児童用机等の補修や、遊具（鉄棒やジャングルジムなど
合計32基）を整備したことにより、児童の教育環境の改
善が図られました。

子供たちが安心して学校生活を送れるよう、教育環境の
整備と充実を希望します。

voice 寄附者の声

市内小学校のコンピュータ教室に189台のコンピュータを配備し、
小学校の情報教育の推進及びプログラミング学習の充実を図り
ました。

寄附金活用金額

14,438 千円

総事業費

14,438 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

老朽化し使用に耐えられなくなった児童用机等の整備や黒板リ
フェース、カーテンの設置など、児童が安心して学ぶことができる
良好な教育環境を確保しました。また、野外遊具を整備するこ
とで日常の遊びから児童の体力向上を図りました。

寄附金活用金額

9,375 千円

総事業費

9,375 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

児童に直接的な関わりが深く修繕が必要な箇所を整備
することにより、安全確保及び教育環境の改善が図られ
た。

極寒の地で頑張っている子どもたちがのびのびと過ごせま
すように。老朽化した学校の校舎の修繕、設備や施設が
充実できます様に。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

児童用340台、教員用115台のiPadを整備し、学校の
長期臨時休業時に家庭での遠隔授業を実施するための
体制整備が図られました。

子供たちの早期デジタル対応は必須です。ほんの少しで
すが、ツール類の導入にぜひお役立て下さい。

voice 寄附者の声

校舎の老朽化により修繕が必要な箇所のうち、校舎内の壁や
天井など子どもたちに直接的な関わりが深い場所を修繕し、早
期の安全確保及び良好な教育環境の整備を図りました。

寄附金活用金額

6,978 千円

総事業費

6,978 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

新型コロナウイルス感染症の拡大による学校の臨時休業の長
期化を受け、全ての市内小学校児童生徒に一人１台の端末
を整備するとともに、その他必要なICT機器の整備を行いました。

寄附金活用金額

25,400 千円

総事業費

35,698 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

令和２年度の調査で「授業でもっとコンピュータ等を活用し
たいと思った」と答えた生徒は84.5％で、昨年度と比べ、
3.1％上昇し、ＩＣＴ機器の積極的な利用に関して、生
徒の意識向上が図られました。

デジタル教育のための環境整備を希望します。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

生徒用机等の補修や黒板リフェースを行ったことにより。
生徒の教育環境の改善が図られました。

学校施設など、子供たちの教育環境向上につながれば
良いなと思っています。

voice 寄附者の声

市内中学校のコンピュータ教室に181台のコンピュータを配備し、
中学校の情報教育の推進及びプログラミング学習の充実を図り
ました。

寄附金活用金額

15,427 千円

総事業費

15,427 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

授業を受けるために長時間使用するにもかかわらず、老朽化し
使用に耐えられなくなった生徒用机等の整備や黒板リフェース、
カーテンの設置など、生徒が安心で快適に学習するために必要
な教育環境の整備を行いました。

寄附金活用金額

1,315 千円

総事業費

1,315 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

生徒に直接的な関わりが深く修繕が必要な箇所を整備
することにより、安全確保及び教育環境の改善が図られ
ました。

子供たちがよりよい学校教育を受けられるように、学校施
設の整備をお願いします。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

生徒用203台、教員用86台のiPadを整備し、学校の
長期臨時休業時に家庭での遠隔授業を実施するための
体制整備が図られました。

デジタル社会に取り残されることがないよう、スキルの向上
とともに、SNSやインターネットなどを利用するときの正しい
理解ができるような教育をお願いします。

voice 寄附者の声

校舎の老朽化により修繕が必要な箇所のうち、校舎内の壁や
天井など子どもたちに直接的な関わりが深い場所を修繕し、早
期の安全確保及び良好な教育環境の整備を図りました。

寄附金活用金額

3,331 千円

総事業費

3,331 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

新型コロナウイルス感染症の拡大による学校の臨時休業の長
期化を受け、全ての市内中学校児童生徒に一人１台の端末
を整備するとともに、その他必要なICT機器の整備を行いまいし
た。

寄附金活用金額

22,440 千円

総事業費

32,271 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る

66



令和２年度（2020年度） 根室市ふるさと応援寄附金活用事業

住み続けられる「安心」と「支え合い」のまちづくりプロジェクト_ふるさと応援基金

check 取組みの効果

245台の校務用コンピュータを整備し、市内全校へ校務
支援システムを導入したことにより、教職員の事務負担の
軽減、業務の効率化が図らました。

教育に役立てていただけるよう応援しています！デジタル
化に向けた学校の先生方の助けになればいいなと思いま
す。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

統合する光洋中学校と啓雲中学校の生徒が事前に交
流し親睦を深めることでスムーズな統合が図られました。

根室市の子どもたち（特に学生たち）が、快適な教育を
受けられることを願っています。子どもたちも少なくなってい
ると思います。効果的な学校運営を頑張ってください。

voice 寄附者の声

市内小中学校の教職員が校務を行うためのコンピュータ機器を
整備し、北海道教育委員会が推奨する校務支援システムを導
入することにより、教職員の事務負担の軽減や業務の効率化を
図りました。

寄附金活用金額

21,695 千円

総事業費

21,695 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

令和3年4月からの光洋中学校と啓雲中学校の統合にあたり、
啓雲中学校の閉校式を開催するほか、両校生徒の事前交流
行事の実施等により円滑な統合を推進しました。

寄附金活用金額

1,033 千円

総事業費

1,033 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

保護者が子供たちを車で送迎する際、安心して乗降でき
る環境が整備されました。

子供の教育や保育のために使ってください。保護者も子
供も安心できる保育施設が整備されるとうれしいです。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

日常的な点検維持保全により、公園施設の安全性の確
保と機能回復により、安心・安全に利用できる環境づくり
の提供を図りました。

コロナ禍のせいでしょうか。最近は公園で遊ぶ子供が少な
くなっている気がします。公園がにぎやかになるよう寄付金
は子供たちのために使っていただきたい。

voice 寄附者の声

平成30年に完成した地域会館の「落石ふるさと館」に併設する
落石保育所について、地域会館とともに駐車場を舗装化しまし
た。

寄附金活用金額

3,323 千円

総事業費

3,323 千円

実施期間：令和2年5月～令和2年9月 所管部署：市民福祉部

市が管理している17公園のうち、遊具が設置されている14公
園の遊具の老朽化に伴う事故等を未然に防ぐため、定期点検
とともに日常の目視点検などで補修・修繕を実施しています。

寄附金活用金額

1,880 千円

総事業費

1,885 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：建設水道部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

公園施設を修繕することにより、公園利用者が安心して
訪れることのできる環境となります。

今月（2020年8月）に、北海道車中泊の旅をしていて、根室市の明治公
園も利用させていただきました。大変綺麗な公園で、設備もすごく充実しており、
有料のキャンプ場以上に快適に過ごすことができました。本当にありがとう
ございました。根室市の市民をはじめ、旅行者に対しても寛大な対応・提供が
成されていることに感動しました。「すべての国民はすべての地方自治体の住民
であって、その地方自治の発展がこの国の発展であり、国民の福利の増進であ
る。」という地方自治の本旨を体する素晴らしい自治体だと思いました。そこで、
少しでも根室市のお役に立てる方法は何かと考え、定期的にふるさと納税をさ
せていただこうと思います。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

手話講習会を通じ、聴覚障がい者等に対する理解の広
がりに寄与できました。引き続き、だれもが住みよいまちづ
くりのため、継続的に事業展開していきます。

• 聴覚障がい者のために使ってほしいです。よろしくお願いしま
す。

• 当方、障がい者施設の職員です。ふるさと納税が根室市の
障がい者福祉に生かされましたら幸いです。

voice 寄附者の声

市内の都市公園17箇所の公園施設を修繕し、公園施設の安
全性や機能保全の確保を図り公園利用者が安心して訪れるこ
とのできる環境整備を推進しました。

寄附金活用金額

5,999 千円

総事業費

11,278 千円

実施期間：令和2年11月2日～令和3年1月29日 所管部署：建設水道部

聴覚に障がいのある人や、耳の聴こえに問題を抱えている人を
対象とした手話講習会を開催しました。

寄附金活用金額

35 千円

総事業費

35 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

事業に参加している子どもが自宅でも勉強する姿勢が定
着しつつあり、子どもの将来の夢や希望の実現に効果的
であると受け止めています。

貧困家庭の子供たちに十分な教育機会の提供をお願い
します。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

既に実施されている除雪サービスに加え、13団体2個人
のボランティアに参加いただき、よりきめ細かい除雪体制が
整備されました。

高齢者に優しい、いつまでも住んでいたいと思える町づくり
を少しばかりですが応援させていただきます。

voice 寄附者の声

生活困窮世帯の子供に対して、自主的に学べる場を提供し、
高等学校進学に向けた継続的な学習支援を行いました。

寄附金活用金額

294 千円

総事業費

963 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

一人暮らしや高齢者のみの世帯など、除雪の体制が確保でき
ない世帯への除雪ボランティアの参加を募りました。

寄附金活用金額

1,100 千円

総事業費

136,456 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

通院などにかかる家族負担の軽減が図られました。
１年間の延べ利用者数 766名
１年間の延べ移送回数 1,365回

高齢者の方や体の不自由な方が暮らしやすいように少し
でもお役に立てればと思います。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

日常生活（買い物・通院など）における移動手段確保の
一助となりました。
優待バス乗車券交付者数 2,346名
JR無料乗車券交付者数 67名

高齢者の方が、より生活しやすくなるよう、お役立てくださ
い。

voice 寄附者の声

外出の困難な寝たきり高齢者等に対し、リフト付きの移送用車
輌により居宅と医療機関等へドア・ツー・ドアの無料送迎を実施
しました。

寄附金活用金額

18,404 千円

総事業費

19,275 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

70歳以上の高齢者を対象として、1回につき100円で市内の
路線バスに乗車できる優待乗車券及び西和田～厚床間のJR
無料乗車券（最大24枚）を2,412名に交付しました。

寄附金活用金額

16,892 千円

総事業費

16,892 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

27団体がボランティアとして、一人暮らし世帯への戸別訪問
や電話確認などによる安否確認、地域活動への参加の呼
びかけなどにご協力いただきました。また個人ボランティアは
102名の方に協力をいただきました。

子どもから高齢者までが元気に笑顔で暮らせる取り組み、
期待しています。頑張って下さい。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

緊急通報装置のボタンを押すことにより、コールセンターと
の通話が可能となることから、迅速な対応が期待されます。

高齢者で一人暮らしであっても、経済的、精神的、体力
的に、先に希望が持てる町作りをして下さることを願ってい
ます。

voice 寄附者の声

高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続けられ
る体制の構築を目的として、近隣に住む見守りが必要な高齢
者に声かけや安否確認を行っていただける見守りボランティアを
育成しています。

寄附金活用金額

1,083 千円

総事業費

1,083 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

一人暮らしの高齢者を対象に、急病や事故などの緊急事態が
発生した際の、迅速な救援活動や日常生活の安全確保並び
に不安解消を目的とした「緊急通報装置」を貸与しました。

寄附金活用金額

653 千円

総事業費

653 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

車いす利用者等が利用しやすいユニバーサルデザインタク
シーが2台が整備されました。

高齢者、お体の不自由の方が安心して生活が出来る街
作りを応援いたします

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

昨年はドクター・ヘリで22件の搬送実績があり、救急医
療での傷病者の救命や後遺症の軽減に果たす役割に
効果がありました。

コロナ感染が拡大している中、医療体制の整備に役立て
て頂ければと思い、寄付させて頂きました。

voice 寄附者の声

市内のタクシー事業者によるユニバーサルデザインタクシーの導入
を補助し、どなたでも利用しやすい移動環境を確保します。
※ユニバーサルデザインタクシー・・・足腰の弱い高齢者、車いす使用者、ベ
ビーカー利用の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすい“みんなにや
さしい新しいタクシー車両”のこと。

寄附金活用金額

300 千円

総事業費

300 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

釧路根室管内における重症救急患者の医療を円滑に行うこと
を目的とし３次医療圏の管内の全市町村による広域医療体
制を構築しています。

寄附金活用金額

2,889 千円

総事業費

2,889 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

地域の公衆浴場の経営安定化を図り、市民の衛生・健
康増進に寄与しました。

厳しい環境と思いますが、健康で明るい暮らしができます
よう応援しています。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

15名の方に接種費用の一部を助成し、対象の方の経
済的負担の軽減と、妊婦さんへの風しん感染予防対策
が図られました。

安心して子どもを産み、育てられる環境の整備をお願いし
ます。

voice 寄附者の声

市内3公衆浴場の燃料費、修繕費等の補助及び、市内3公
衆浴場を循環するジャンボタクシー事業について補助を行ってい
ます。

寄附金活用金額

5,880 千円

総事業費

5,880 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

妊娠を希望する19歳以上49歳以下の女性と妊婦さんの夫
（胎児の父親）に対し、麻しん風しん予防接種費用の一部を
助成しました。

寄附金活用金額

144 千円

総事業費

144 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：市民福祉部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

日本の伝統文化の大切さを体験できる事業のため、今
後も多くの機会を提供して参ります。

今までの良き伝統を次世代でも引き継ぐべくよろしくお願
いします。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

カラフトルリシジミの貴重なデータを得ることができ、また、
紀要は市民向けや全国の博物館等に配布をするなど、
博物館活動の情報提供することができました。

いつか訪れたい場所です。そのときまで魅力的な自然や
産物が保たれ、様々な情報発信していただけるよう寄付
をお役立てください。

voice 寄附者の声

市内全小学6年生を対象に、日本の伝統文化である「茶道」の
歴史・作法・お点前について学習しました。

寄附金活用金額

233 千円

総事業費

233 千円

実施期間：令和2年8月～令和3年3月 所管部署：教育委員会

国指定天然記念物である「カラフトルリシジミ」の生息する高層
湿原の保全・管理の為のモニタリング調査の実施や、博物館活
動として紀要の発行・配布、加えて、歴史と自然の資料館のパ
ンフレットを印刷しました。

寄附金活用金額

885 千円

総事業費

885 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

チャシ跡及び西月ヶ岡遺跡の景観の向上が図られました。

日本100名城スタンプラリーの根室半島チャシ跡群を訪れた際
に、素晴らしい自然とおいしい花咲ガニに魅了されました。 多く
の人に根室市の魅力を伝える為に、活用いただければ嬉しいで
す。

voice 寄附者の声

check 取組みの効果

このたびの事業によって新規資格認定2名及び再認定3名
の認定を行い、現在の認定者は12名になりました。今後も
認定者数の増加を図り、活動の高度化を進めて行きます。

皆さん、命第一で活動して下さい。応援しています。

voice 寄附者の声

近年観光客等の見学が増えているアイヌの遺跡「チャシ跡」及び
「西月ヶ岡遺跡」の環境整備を行いました。

寄附金活用金額

431 千円

総事業費

431 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：教育委員会

高度な救急救命処置を実施し救命率の向上を図るため、資
格認定者の増加を目的に、医療機関での実習や講習の受講
に職員を派遣いたしました。

寄附金活用金額

547 千円

総事業費

561 千円

実施期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日 所管部署：消防本部

項目の先頭へ戻る
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check 取組みの効果

このたびの事業によって、現在保有している救急自動車3
台のうち、老朽化した1台の更新がされました。今後も市
民の皆様の安心安全を守るため、事業を進めていきます。

• 市民の命を守る政策を行ってください。
• コロナに負けず、人命も経済も守り抜いていきましょう

voice 寄附者の声

各種災害等に迅速に対応するため、老朽化した消防車輌の更
新を目的として、最新の救急資機材を搭載した救急自動車の
整備を行いました。

寄附金活用金額

36,880 千円

総事業費

73,180 千円

実施期間：令和2年6月22日～令和3年1月26日 所管部署：消防本部

項目の先頭へ戻る
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